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先日の拙稿1では、弊社が昨年７月に実施した「認知症介護家族の不安と負担感に関する調査2」の結

果から、認知症の方の介護を担う家族介護者の経済的な負担の面に焦点をあて、認知症の方の介護費

用は、被介護者自身が負担している場合が多いものの、全額または大半を家族介護者が負担している

場合もあること、実際の負担額については、一時費用や月々の介護費用に加え、介護費用以外の諸費

用としても既に数万円程度の負担がかかっており、月々の生活費から捻出したり、自身の老後資金や

介護資金を取り崩して賄っていることを示した。一方で、本連載の第２回3でも指摘したとおり、日々

の介護の中での家族介護者の最大の困りごとは「先の見通しが立たない」ということであった。家族

介護者にとって、認知症を患う家族の介護経験は初めてのことである場合も多い上、症状や進行の度

合いも人により異なることから、今後を見通せない状況は大きな不安につながっているものと考えら

れる。では、こうした不安を軽減・払拭するために、認知症の家族介護者は事前にどのような情報に

接し知識を得ておくことが求められるのだろうか。 

本稿では、引き続き弊社実施の調査から家族介護者が求める情報に焦点をあてた結果を示す。 

 

家族介護者の現在の情報ニーズ 

はじめに、家族介護者が現在、どのような情報を欲しているかについてみると、全体では「今後の

症状の見通し」が 47.7％で最も多く、以下、「国の支援情報」（28.5％）、「認知症の治療方法（25.4％）、

「生活の継続方法」（25.0％）、「介護の知識や介護の方法」（24.5％）、「認知症対応の介護事業者」（22.6％）

までが２割を超えて続いている。これを被介護者の居所別にみると、その方のご自宅では「介護知識

 
1 「認知症介護の実態（３）－家族介護者の介護（関連）費用の負担状況」（2020/03/19） 

2 調査概要は以下の通り。 

調査対象：認知症（診断確定の段階を含む）の主たる家族介護者または家族介護者の配偶者である 40～70 代の男女個人 

調査手法：インターネット調査 

調査時期：2019 年７月 19 日～23 日 

有効回収サンプル数：2,000s 

3 「認知症介護の実態（２）－家族介護者の困りごとと負担感」（2020/03/13） 
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や介護の方法」および「認知症対応の介護事業者」、「生活で気をつけること」が高く、有料老人ホー

ム等で「成年後見制度等の仕組み」が、病院・診療所入院中で「セカンドオピニオンの方法」が、そ

れぞれ高くなっている。また、認知症の日常生活自立度別にみると、Ⅱで「今後の症状の見通し」が

５割を超えて高く、「生活の継続方法」も３割を超えて高い。Ⅱではこのほか「認知症の治療方法」や

「介護の知識や介護の方法」も３割弱と比較的高くなっている。一方、より進行したⅣやＭでは総じ

図表 1 現在の情報ニーズ〔被介護者の居所別・認知症の日常生活自立度別〕 
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てⅠ～Ⅲに比べ低く、新たに必要とされる情報は限られるようになっているものの、Ⅳ、Ｍでは「認

知症に対応できる介護事業者」、Ｍでは「成年後見制度等の仕組み」が、それぞれ上位にあげられるな

ど、日常生活自立度が下がるにつれて必要とされる情報の種類も変化していく様がみてとれる。 

 

認知症になる前に知っておきたかったこと 

一方、家族介護者が、被介護者が認知症になる前に知っておきたかったと考える情報についてみる

と、全体では「今後の症状の見通し」が 53.6％で最も多く、以下、「認知症の症状」（49.1％）、「認知

症の治療方法」（43.7％）、「予防・早期発見のポイント」（42.0％）までが４割を超えて続いている。

被介護者の居所別では、介護保険施設入所中、病院・診療所入院中で「国の支援情報」や「認知症対

応の介護事業者」が高く、有料老人ホーム等で「介護サービスの相談窓口」「民間の商品・サービスの

情報」が高い。また、認知症の日常生活自立度別では、日常生活自立度が下がるほど「国の支援情報」

が高くなっているほか、Ⅲで「医療機関、専門医」が４割を、「生活の継続方法」が３割を、それぞれ

超えて高くなっている。 

一方、先にみた現在の情報ニーズとの比較では、項目によらず概ね認知症になる前に知っておきた

かった方が高くなっており、特に「認知症の症状」、「予防・早期発見のポイント」では両者の差が 30

ポイント以上と大きい。このほか「認知症の相談窓口」、「医療機関、専門医」、「介護サービスの相談

窓口」、「認知症の治療方法」でも 20ポイント前後の差となっている。両者の差について認知症の日常

生活自立度別にみると、認知症になる前に知っておきたかったと考える情報で上位にあがる項目を中

心に日常生活自立度が下がるほど差が拡がる傾向がみられている。 

こうした結果は、事前に知っておくことで予防や早期発見、症状の進行を遅らせるなどの効果や適

切なアドバイスが得られる相談先の確保が期待できたと考えられていることを示しているものと思わ

れる。 
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図表 2 認知症になる前に知っておきたかったこと〔被介護者の居所別・認知症の日常生活自立度別〕 
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情報を強く求めている一方で、認知症の進行度合いにより情報ニーズも変化していく。また、これら

の情報のなかには、認知症の症状や予防・早期発見のポイントなど、介護を行う中でも必要とされる
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より具体的な対処につながることが期待されるものもある。我々が日々の生活の中で記憶に留めるこ

とができるのは、社会の中で流通する数多の情報の中でもその時々において興味・関心のあるものに

限られよう。しかし、将来的に認知症になったり、家族の認知症という課題に直面する可能性は誰に

でも起こりうることでもある。いざという時の戸惑いや困りごとを減らしていくためには、認知症の

リスクを直視することを厭わず、日常生活の中で関連する情報に接するよう心がけることが肝要では

ないだろうか。 

 


